
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 児童会「夏祭り」を開催 ～ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回校内授業研究会で学んだこと 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 経営キーワード「言葉（言葉遣い・言語力）」・自立（自ら判断実践・協働的解決・新たな課題追究）」

 

繋 
令和７年度 学校便り 

Ｒ７．７．３１ 

ＮＯ  １１ 

校長 秋場 一憲 

学校教育目標「ふるさとを愛し、未来をしなやかに生き抜く谷地南部っ子の育成」 

子供たちの企画・運営力を伸ばし、自ら楽しい学校を 

 第２回目の校内授業研究会を７月１０日（木）に開催し、３年担任の白田教諭が算数の授業を提案しました。

内容は「棒グラフと表」。他学年児童に対し「好きな給食メニュー」についてアンケート調査した結果を橘栄養

教諭に分かりやすく伝えるために、グラフの縦軸の目盛り（人数）をどう工夫するかを考える場面でした。グ

ループの仲間と話し合い、助け合いながら棒グラフをかき、どんな工夫が必要かを全体で話し合いました。村

山教育事務所と河北町教育委員会指導主事より、下記のようなご指導をいただきました。今後の授業づくりに

生かしていきたいと思います。 

 ７月９日（水）、児童会が企画立案した「夏祭り」を 

開催しました。縦割り班内の子供たち同士の仲を深め

る目的で、高学年児童が準備を着々と進めてきました。

手作りのゲームコーナーが複数個所設けられ、各縦割

り班が移動して楽しみます。仲間が成功したり好結果

を出したりすると、「すごおい。」と称賛する声が拍手と

共に沸き起こります。子供たち自らが一層楽しい学校

生活にするために、考え、行動する力をこれからも伸ば

していきたいと思います。 

すいか割りコーナー 

射的コーナー 

輪投げコーナー 

重さ量りコーナー 

各グループの作業に指導・支援 

【ご指導いただいた主な内容】 

○学習課題を一人一人が自分事として捉えることが

できるよう、丁寧に指導したい。 

○グループ毎に作業をさせたが、中には手つかずの子

どもも見られた。グループ内での一人一人への指導

支援を充実する必要がある。 

○教科書で使用されている数値は吟味されたもので

ある。算数の本質に関わり、扱う数値を十分検討し

たい。 

○担任や仲間との対話で考えを広げ、まとめや振り返

りをしっかりと文章化させていきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月予定 

地域の皆様へのお知らせ  

９月１２日（金）発行分から、学校だよりを全戸配付ではなく、各地区回覧対応とさせていただきます。今

後とも谷地南部っ子と教職員、関わってくださった方々の輝く笑顔をお伝えしていきますので、ご一読くだ

さいますようお願いいたします。 


